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竹
内
択
選
手 

応
援
ご
協
力
へ
の
お
礼

　

陽
ざ
し
の
な
か
に
よ
う
や
く
春
を
感

じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、一
カ
月
前
、韓
国
で
平
昌
（
ピ
ョ

ン
チ
ャ
ン
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
凍
て
つ
く

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
興
奮
が
未

だ
冷
め
や
ら
ず
に
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

竹
内
選
手
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
競
技

出
場
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
後

援
会
に
対
し
て
大
き
な
声
援
と
、
６
８
０

余
名
の
皆
さ
ま
よ
り
１
３
０
万
円
を
超
え

る
激
励
金
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
援
会
活
動
へ
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
あ
つ
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
熱
い
応
援
に
よ
り
、

日
本
チ
ー
ム
は
ジ
ャ
ン
プ
団
体
で
６
位
入

賞
を
果
た
し
、
竹
内
選
手
は
切
り
込
み

隊
長
と
し
て
そ
の
任
務
を
立
派
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
内
選
手
は

ラ
ー
ジ
ヒ
ル
競
技
で
22
位
の
成
績
を
収
め

て
お
り
ま
す
。
３
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
成
績
は
竹
内
選
手
に
と
り
、
納
得
の

い
く
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
次
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
飛
躍

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

後
援
会
と
し
ま
し
て
は
、
激
励
金
や

桃
太
郎
旗
・
懸
垂
幕
・
横
断
幕
の
設
置
、

な
ち
ゅ
ら
で
の
３
回
の
モ
ニ
タ
ー
応
援
会

開
催
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
、
竹
内
選
手
の
帰
郷
に
あ
わ
せ
て
、
４

月
に
市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
報

告
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
勢

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
度
の
竹
内
選
手
の
平
昌
（
ピ
ョ
ン

チ
ャ
ン
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
際
し
ま

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
後
援

会
と
い
た
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
礼
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
吉
日

竹
内
択
後
援
会
長　

足
立 

正
則

なちゅらで開催されたモニター応援会

父、享さんに激励金が託される。また、同じくオリン
ピックへ旅立つクロスカントリースキーコーチの小境
啓之さん（太田地区）、テストジャンパーの中村優斗
さん（太田地区）にも激励金を贈呈。

竹内 択選手
平昌（ピョンチャン）オリンピック

出場報告会を開催します

４月８日㊐ 午後３時から
文化交流館なちゅら 大ホール にて
オリンピックでの貴重な体験などをお
話しいただけます。お申し込みは不要
ですので、皆さまぜひお越しください。

いいやまづくり 4 つの重点目標

　2013 年度（平成 25年度）に策定された第 5次総合計画。
10年後の飯山市の将来都市像を描き、その実現に向けた方
向性や目標を示した行政運営の最も基本となる計画で、基
本構想・基本計画・実施計画の 3つで構成されています。
このうち、基本計画は前期 5年間、後期 5年間と分けて策
定されており、これから始まる後期 5年間【2018 年度（平

飯山市第5次総合計画

後期基本計画 を策定しました
成30年度）から2022年度】の基本計画策定が完了しました。
　後期基本計画を策定するため、各種団体の代表者、公募
委員の方、高校生を委員とした飯山市基本構想審議会が組
織され、昨年 10月より審議を重ねてきました。審議会での
意見を取りまとめ、2月7日に足立市長へ答申が行われた後、
さまざまな検討を重ね、基本計画が完成しました。

計画のテーマ
北陸新幹線飯山駅を活用した観光交流人口増、地域産業の創出と育成、

そして移住人口、若者の定住人口増へ
　第 5次総合計画では、「自然と共生する豊かな暮らし」を
将来都市像として掲げました。
　「訪れたい」「住みたい」と思われる地域には、「豊かな自
然環境」「大都市圏からのアクセスの良さ」「伝統文化」「食
や農産物」「安心・安全」などの魅力が不可欠です。
　飯山市に存在している "しぜん・ひと・たから "を育成し、
新たに発掘し、情報発信し、最大限に活用し観光交流人口
の増加を図ります。そして、訪れてくれた観光客のニーズ
に応えられるように更に地域産業の創出と育成を行うこと
で、雇用の場の確保と生活環境の整備を図っていきます。
　また、移住人口、若者の定住人口の増をめざし、安心安
全な暮らしやすい環境づくりに取り組みます。そして飯山
市では、冬期間の道路等の除雪対策に万全を期しており、

春夏秋はもちろん、冬においても住みにくい地域とならな
いよう努力しています。これは、今回実施したまちづくり
市民アンケート結果で、住みやすさの割合に表れており、
決して住みにくい地域ではないと考えています。
　後期基本計画では、そうした地域づくり、環境づくりを
行った上で、交流人口増の流れから、地域産業の創出と育成、
移住・定住者の確保、若者定住人口増の促進という重点目
標で、これからも、訪れる人も住む人もその良さを実感で
きる「飯山市づくり」の実現に向けて取り組みます。
　本計画は、基本構想に掲げる将来都市像の実現のため、
市の現状や課題を把握するとともに、具体的な方向性を示
す基本指針として策定しました。

42
1 仕事と子育てのまるごと応援で
若者が住みたくなるまちづくり

22自然環境と高速交通網を利用した産業を育成するまちづくり

333 防災体制と医療介護体制の充実で
親も子どもも安心できるまちづくり

44 ICT教育と国際交流を通じて
生きていく力と郷土愛を育成するまちづくり

　「いいやまづくり」の重点目標は、基本構想に掲げる将来
都市像の実現を先導するものとして、市民、市外の方から「住
みたい」「訪れたい」と思われる、魅力あふれる飯山市をつ
くるための重点的かつ戦略的な取り組みを進めていくもの
です。

　後期基本計画期間内で、特に優先的・重点的に取り組む
施策や、各部・各課等の行政分野を横断して展開する施策
を戦略プロジェクトと位置付け、重点目標は以下の 4つと
しました。

　この重点目標を達成するため戦略プロジェクトが各分野
に渡って設定されています。

　詳しい内容は、今月号と一緒にお配りした後期基本計画
の概要版をご覧ください。

2018年度（平成30年度）～2022年度



■
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

　

逸
品
市
の
中
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
市
内
高
校
生
、
飯

山
市
出
身
の
大
学
生
が
「
自
由
な
発

想
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
」
自
分
の
ア

イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
下
高
井
農
林
高
校　
太
田 

圭
亮
さ
ん

情
報
を
共
有
し
た
、
高
校

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
つ
く
り
、
こ
う
し
た
若

者
の
集
団
で
飯
山
市
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

●
飯
山
高
校　
小
林 

皓
生
さ
ん

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
は
飯
山
市
で
は
身
近

な
ス
ポ
ー
ツ
。
菜
の
花
公

園
で
ス
キ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

●
飯
山
高
校　
山
嵜 

正
和
さ
ん

飯
山
市
を
イ
ン
ス
タ
の
街

に
し
た
い
。「
田
舎
」と「
イ

ン
ス
タ
」
を
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
う
。
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一
昨
年
11
月
23
日
に
地
域
資
源
を
活

用
し
、
飯
山
市
の
地
域
創
生
を
考
え
る

目
的
で
開
催
さ
れ
た
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
飯
山
」。
そ
の
中
で
提
言

さ
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
い
い

や
ま
逸
品
市
」
が
若
者
会
議
に
よ
り
２

月
24
日
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
、

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

■
あ
ら
た
め
て
逸
村
逸
品

　

飯
山
に
は
他
に
誇
れ
る
職
人
の
技
術

や
作
り
手
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
「
ス
ロ
ー

な
逸
品
」
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
逸
品
の
魅
力
に
直
接
触
れ
、
市
内
外
に

発
信
し
て
飯
山
が
活
性
化
し
て
ほ
し
い
―

と
い
う
提
言
に
よ
り
若
者
会
議
で
は
開

催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
飯
山
市
で
生
産
さ
れ
る
伝
統

工
芸
品
や
名
物
な
ど
が
体
験
や
展
示
・

販
売
さ
れ
、
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
を
使
っ
た
そ

ば
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
今
後
、
さ
ら
な
る
逸
品
の
発
掘
と

発
信
、
そ
し
て
市
内
外
へ
向
け
た
販
路
拡

大
な
ど
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

小
水
力
発
電
所
整
備
を
起
工
・

災
害
時
電
力
供
給
協
定
に
調
印

　

２
月
15
日
、
岡
山
地
区
藤
沢
で
藤
沢

水
路
小
水
力
発
電
所
整
備
の
起
工
式
と
、

災
害
時
電
力
供
給
協
定
の
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
藤
沢
区
集
落
内
の

豊
富
な
水
量
と
落
差
を
誇
る
水
路
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
所
で
、
飯
山
市
・

岡
山
地
区
藤
沢
区
・
発
電
事
業
を
手
掛

け
る
一
般
財
団
法
人
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
公

益
利
用
協
議
会
（
東
京
都
・
以
下
協
議

会
）
の
三
者
で
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。

　

今
年
８
月
の
稼
働
・
供
給
開
始
を
目

指
す
同
発
電
所
で
は
、
発
電
し
た
電
力

を
電
力
会
社
に
売
電
、
こ
の
売
電
で
得
た

利
益
の
一
部
を
水
利
関
係
者
や
発
電
所
近

隣
住
民
に
地
域
活
性
化
資
金
と
し
て
還

元
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
が
発
生
し

て
電
力
会
社
か
ら
の
送
電
が
停
止
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
発
電
機
を
独
立
し
て
運
転

す
る
こ
と
で
地
域
の
指
定
避
難
所
や
自
主

避
難
場
所
に
電
気
の
供
給
が
可
能
で
す
。

他
に
も
、
災
害
時
に
は
発
電
機
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
小
型
バ
ッ
テ
リ
ー
を
利
用

し
、
在
宅
医
療
機
器
へ
の
電
力
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

起
工
式
は
、
発
電
所
が
整
備
さ
れ
る

予
定
の
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
南
側
で
行
わ

れ
、
そ
の
後
藤
沢
区
多
目
的
集
会
施
設

に
場
所
を
移
し
、
災
害
時
電
力
供
給
協

定
に
飯
山
市
・
藤
沢
区
・
協
議
会
の
三
者

が
調
印
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
地
元
月
岡
武
男 

藤
沢
代

表
区
長
が
「
雪
が
多
い
が
、
四
季
を
通
し

た
豊
富
な
山
川
の
水
が
あ
る
。
こ
の
水
を

有
効
利
用
で
き
な
い
か
と
長
年
研
究
し
て

き
た
。
一
日
も
早
い
竣
工
と
稼
働
を
願
っ

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

左から岡本協議会専務理事、足立市長、月岡藤沢代表区長

ス
ロ
ー
な
逸
品 

を
発
信

い
い
や
ま
逸
品
市
開
催

●
高
崎
経
済
大
学　
三
ツ
井 

大
志
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

て
、
互
い
に
応
援
し
合
え

る
飯
山
市
の
未
来
を
つ
く

り
た
い
。

　

参
加
者
の
ア
イ
デ
ア
を
聞
き
終
え
た

足
立
市
長
は
、「
市
役
所
で
は
出
て
こ
な

い
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
昔
は
意
見
な
ど
を
市
役
所
に
話
を
伝

え
る
に
は
既
存
の
組
織
を
利
用
す
る
し
か

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
自
由

に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
参
画
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。
三

ツ
井
さ
ん
が
、
高
校
時
代
な
ど
に
先
生
以

外
の
大
人
た
ち
と
知
り
合
う
機
会
が
少

な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
一
般
の
人
が

高
校
で
講
義
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
諸
外
国
は
そ
う
い
う
こ

と
を
し
て
い
る
。
飯
山
市
も
そ
う
い
う
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。
飯
山
市
で
も
若

い
方
が
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
開
館
に
向

け
、
飯
山
小
学
校
西
側
で
建
設

が
進
む
、
飯
山
市
子
ど
も
館
。

多
く
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
11
月
か

ら
、
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
て

き
ま
し
た
。
雑
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
市

内
小
学
生
・
保
育
園
児
を
含

め
全
国
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
応
募
総
数
は
１
４
１
０
件

に
達
し
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
に
行
わ
れ
た
愛
称

の
選
考
委
員
会
の
中
で
、「
子

ど
も
た
ち
の
輝
け
る
未
来
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
」と
、愛
称
は「
き

ら
ら
」
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

愛称は きらら に決定愛称は に決定
飯山市子ども館

子ども育成課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 363

65 歳以上の方が対象65歳以上の方が対象
基本チェックリストの結果を

送付します
地域包括支援センター　☎ 62-3111 内線 183・186

　昨年11月に65歳以上の方（要介護認定を受けている方
は除く）を対象に、「基本チェックリスト」の配布と回収をさ
せていただき、昨年12月28日現在で、約91％の回収率と
なりました。ご協力ありがとうございました。ご回答いただい
た結果を、郵送にて送付いたしますので、「心と体の介護予
防チェック票の見方について」を参考に、内容をご確認くだ
さい。
　基本チェックリストは、自分では気づきにくい心身の衰え
を早期に発見できる手段のひとつです。早めに衰えに気づい
て改善に努めれば、心身の機能を維持・向上することができ
ます。併せて「総合事業のサービスのご案内」についても同
封いたしましたので、積極的にご利用いただき、介護予防や
健康づくりに取り組んでくださ
い。
　また、結果について気にな
ることがありましたら、お気軽
に地域包括支援センターへご
相談ください。
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　長野北年金事務所では、国民年金・厚生年金に関する
相談や各種手続き・申請の受け付けのため、毎月１回出
張相談を行っています。出張相談を利用するためには、
事前の予約が必要となります。
　予約受付期間は前月予約締切日の翌日から当月相談日
の３営業日前までです。（土日祝日除く）
・相談時間は 30分毎となります。
・定員に達した時点で予約は終了となります。
・予約を取り消される場合は、相談日の前日までに
　ご連絡をお願いします。
◆相談時間　10:00 ～ 15:00
◆会場　飯山商工会議所
◆予約受付・お問い合わせ先
　長野北年金事務所お客様相談室、長野北年金事務所

相談日 予約受付期間

平成30年 4月 26日（木） 3/19（月）～ 4/23（月）

5月 24日（木） 4/24（火）～ 5/21（月）

平成27年 6月 28日（木） 5/22（火）～ 6/25（月）

7月 26日（木） 6/26（火）～ 7/23（月）

平成27年 8月 23日（木） 7/24（火）～ 8/20（月）

9月 27日（木） 8/21（火）～ 9/21（金）

平27年 10月 25日（木） 9/25（火）～ 10/22（月）

11月 22日（木）10/23（火）～ 11/19（月）

平27年 12月 27日（木） 11/20（火）～ 12/21（金）

平成31年 1月 24日（木） 12/25（火）～ 1/21（月）

平成28年 2月 28日（木） 1/22（火）～ 2/25（月）

3月 28日（木） 2/26（火）～ 3/25（月）

出張　　　　　　　 　 のご案内年金相談
 長野北年金事務所お客様相談室　☎ 026-244-4097
 長野北年金事務所　☎ 026-244-4100（代表）

協賛・商品提供
菜の花まつり、花結び、灯篭まつり、寺町花街
道花フェスタ等、各種イベントに協賛金をいた
だき、広報や運営活動に活用させていただいた
り、イベントの参加者や受賞者へのキリンビー
ル商品の提供で各イベントを盛り上げていただ
きました。

共同制作ポスター
飯山市観光ポスターを共同制作し市
内外へ飯山市の魅力を発信しました。

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
５

と
も
に
進
め
る 

飯
山
市
の
ま
ち
づ
く
り

　

飯
山
市
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
長

野
支
社
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
今
年
で
６
年

目
。
と
も
に
進
め
て
き
て
い
る「
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
取
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

約 2,000 人が参加した北信州ハーフマラソンにキリンビール商品をご提供

雪像コンテスト受賞者へキリンビール商品提供

飯山冬のにぎわい

　

２
月
10
日
・
11
日
、
第
36
回

い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
、
第
18
回
か

ま
く
ら
祭
り
、
第
20
回
秋
津
雪

だ
る
ま
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
11
日
は
時
折
雨
模
様
と
な
る

天
気
で
し
た
が
、
両
日
と
も
ま
ず

ま
ず
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
外
国
人

の
方
を
含
め
多
く
の
方
々
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
の
間
で
開
催
さ
れ
た
平
成
29

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
第
67
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
で
、
飯
山
高
校
が
男

子
連
続
総
合
優
勝
、
女
子
総
合

３
位
の
成
績
を
収
め
、
雪
ま
つ
り

会
場
で
パ
レ
ー
ド
と
報
告
会
を
開

催
。
市
街
地
で
は
沿
道
に
多
く
の

方
々
が
集
ま
り
、祝
福
し
ま
し
た
。

6
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　生後 91 日以上の全ての犬は狂
犬病予防法に基づき、毎年１回
の狂犬病予防注射が義務付けら
れています。平成 30年度の狂犬
病予防注射を右記の日程で実施
しますので、お近くの会場へお
出かけください。
　なお、会場では犬の新規登録
も受け付けますので登録がまだ
お済みでない方は併せてご利用
ください。
■手数料（１頭あたり・注射料金込）
○登録済み犬　3,500 円
　（内訳 : 注射料金 2,950 円、注射済票交付手数料 550円）
○新規登録犬　6,500 円
　（内訳 : 登録手数料 3,000 円、注射料金 2,950 円、注射済票交付
　 手数料 550円）
■持ち物
○登録済みの方　市からのハガキ、手数料
○新規登録の方　印鑑、手数料
■注意事項
○飼い犬の健康状態を確認して会場へお越しください。会場で異常
　を感じる場合は、受付をする前に必ず申し出てください。
○病気や老衰のため狂犬病予防注射を受けることができない犬
　は、獣医師の診察を受け、獣医師が発行する狂犬病予防注射の猶
　予証明書を、市役所市民環境課生活環境係まで提出してください。
○飼い犬の糞に関する苦情が多く寄せられています。糞の後始末は、
　飼い主が責任をもって処理してください。
○飼い犬の管理が悪いと法律等で罰せられる場合がありますのでご
　注意ください。

月日 実施場所 実施時間

４
月
12
日
㈭

秋葉神社（児童センター隣） 8:40 ～ 9:00
JA 秋津出張所北側空地 9:10 ～ 9:40
分 道 火 の 見 下 10:00 ～ 10:10
斑 尾 高 原 山 の 家 10:20 ～ 10:30
大 川 公 会 堂 10:40 ～ 11:00
富倉地区活性化センター 11:15 ～ 11:25
柳原地区活性化センター 11:45 ～ 12:05

４
月
13
日
㈮

旧 飯 山 市 民 会 館 8:30 ～ 8:50
外様地区活性化センター 9:05 ～ 9:25
常盤地区活性化センター 9:35 ～ 10:05
柳 新 田 公 会 堂 10:10 ～ 10:20
瑞穂地区活性化センター 10:30 ～ 10:45
瑞 穂 中 組区民センター 10:55 ～ 11:10
柏 尾 農 村 研 修 施 設 11:25 ～ 11:35
勤 労 青 少 年 ホ ー ム 11:45 ～ 12:15

４
月
17
日
㈫

飯 山 市 公 民 館 8:30 ～ 9:00
木島地区活性化センター 9:15 ～ 9:45
其 綿 公 会 堂 9:55 ～ 10:05
上 境 駅 10:35 ～ 10:45
藤 沢 公 会 堂 11:00 ～ 11:10
岡山地区活性化センター 11:20 ～ 11:30
旧 羽 広 山 分 校 11:50 ～ 12:00
Ｊ Ａ 温 井 集 荷 所 12:10 ～ 12:20
蕨 野 バ ス 停 12:30 ～ 12:40

5
月
６
日
㈰

飯 山 市 公 民 館 8:40 ～ 9:10
JA 秋津出張所北側空地 9:30 ～ 9:50
常盤地区活性化センター 10:20 ～ 10:50
勤 労 青 少 年 ホ ー ム 11:10 ～ 11:30
岡山地区活性化センター 11:50 ～ 12:00

5
月
12
日
㈯

飯山市役所正面駐車場 8:40 ～ 9:00
木島地区活性化センター 9:20 ～ 9:40
瑞穂地区活性化センター 10:10 ～ 10:30
外様地区活性化センター 10:50 ～ 11:00
柳原地区活性化センター 11:10 ～ 11:20
富倉地区活性化センター 11:50 ～ 12:00

平成 30年度 狂犬病予防集合注射日程
飼い主の皆さんはお忘れなく 市民環境課 生活環境係　☎ 62-3111 内線 192 923

㊐

開催決定

第 6回北信州ハーフマラソン大会
 スポーツ推進室 スポーツ推進係　☎ 62-3111 内線 353

　先月６日、飯山市役所にて北信州ハーフマラソン実行委員
会が開催され、第６回大会の日程、コース、開催要項、予算
について承認されました。
　コースについては、今大会も一部変更しています。小菅区
内の変更、木島農免道路を通ること、そして、国道117号の
折返しを取止めました。
　今大会では、関門時間の制限となるラップタイムを、1Km
当り7分 30秒で設定することとしました。最終関門（中央
橋東交差点）での関門時間は、11時 03分となります。
　第５回大会は、全国ランニング大会100撰を認定する大
会レポのランキングにおいて、ハーフマラソン部門で全国７
位に輝きました。景観、フルーツ、そしてスタッフの対応、
運営のスムーズさ、などが好評でした。第６回大会でも、こ
れらの好評な点を維持し、必要なところは改善して取組むこ
とを、実行委員会で確認をしました。
　第６回大会の種目は、ハーフマラソン、10Kmマラソン、

３Kmマラソン（小中学生のみ）で、ランナーの募集は、4
月3日（火）からとなります。多くの皆さんのお申込みをお
待ちしています。
　今後は、大会の概要について、区長会等での説明会や隣
組回覧等で案内し、８月には交通規制図を全戸に配布する予
定です。大会当日の安全な交通規制にご協力をお願いします。
そして、沿道でのランナーの応援をお願いいたします。
　好評のボランティアスタッフにつきましても、多くのみなさ
まのご参加お待ちしています。お申込みをされた方には、３
市村の協力店でサービスを受けられる、スタッフ用大会オリ
ジナルTシャツを進呈いたします。（こちらの募集は５月から
行います。）さらに、沿道での給水所（給食所）の設営や演
奏等を行っていただける方のご参加を重ねてお願いいたしま
す。ご希望やご計画等ございましたら、ぜひスポーツ推進室
までご連絡ください。

税務課 資産税係　☎ 62-3111 内線 164・165

固定資産税　課税台帳閲覧・縦覧のお知らせ

　下記日時に、固定資産税を納めている方が、本人の固定資産
税課税台帳と、本人のもの以外の資産の評価額をご覧いただけ
ます。ご利用ください。

■期　　間　４月２日（月）～５月１日（火）（土・日・祝日を除く）
■受付時間　午前８時 30分～午後５時 15分
■場　　所　市役所１階　税務課
■持 ち  物　免許証等本人確認ができるもの、印鑑
■そ の 他　ご自身の固定資産税の課税内容については、４
　　　　　　月 10日に発送予定の納税通知書に添付する「課
　　　　　　税明細書」でも確認できますので、ご活用くだ
　　　　　　さい。
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対
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な
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・

転
出
入
・
転
居
等
）
等
の
際
に
は
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続
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な
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の
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は
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て
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。

■
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、

転
入
し
た
と
き

　

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。（
※
公
務
員
の
方

子
ど
も
育
成
課 

子
育
て
支
援
係

☎
内
線
３
６
４

は
勤
務
先
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。）

■
受
給
者
の
住
所
が
他
の
市
区
町

村
に
変
わ
っ
た
と
き

　

飯
山
市
で
の
受
給
資
格
が
消
滅

す
る
た
め
、
届
出
が
必
要
で
す
。

※
転
出
先
の
市
区
町
村
で
新
た
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
、

公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
は
申
請
日
の
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
が

遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い

期
間
が
発
生
し
た
り
、
受
給
資
格

消
滅
後
に
お
支
払
い
し
た
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
出
生
日・転
出
予
定
日・

該
当
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
）

■
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑

▽
申
請
者
（
受
給
者
）
の
健
康
保

　
険
証

▽
申
請
者
（
受
給
者
）
名
義
の
口

　
座
番
号
の
控
え

▽
申
請
者
（
受
給
者
）
と
配
偶
者

　
の
個
人
番
号
が
わ
か
る
書
類

※
健
康
保
険
証
等
の
添
付
書
類
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
で
も
先
に
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　市では各種在宅福祉サービスを実施しています。該当になる
と思われる方、引き続きサービスを希望される方は、4月に入っ
てから申請手続きが必要です。介護保険被保険者証、各障害者
手帳、印鑑を持参のうえ、市役所窓口でお申し込みください。

保健福祉課 高齢者介護保険係 ☎ 62-3111 内線 185　※タクシー乗車券受付　保健福祉課 障がい福祉係 内線 176・189

サービス名 内　容 対　象　者

本
人
の
生
活
支
援

訪問理美容
サービス券

自宅に理容師・美容師に来てもらう出張
料分（1,000 円の利用券を年 4枚以内）

理容院・美容院に行くことが困難な高齢者のみの世帯、またはこ
れに準ずる世帯の 65歳以上で要介護 3・4・5の方

寝具クリーニング
サービス券

掛け・敷き布団をクリーニングに出す
際に使うことができる利用券（2,000
円の利用券を年 4枚以内）

寝具の衛生管理等が困難な高齢者のみの世帯、またはこれに準ず
る世帯の 65歳以上で要介護 3・4・5の方

タクシー乗車券 1枚 500円の利用券を、対象者の居住
地区に応じた枚数を交付（年48枚以内）

市・県民税非課税世帯で、次の①～④に該当する方
　①身体障害者手帳の障害が、視覚、下肢、体幹、心臓、じん臓、
　　呼吸器にあり、障がいの程度が 1級、2級の方
　②療育手帳の障がいの程度がA1、A2の方
　③精神障害者保健福祉手帳の障害等級が 1級の方
　④介護保険の要介護 2・3・4・5の方

介
護
す
る

家
族
を
支
援

6,200 円分の
紙おむつ等購入券

紙おむつ等を購入する際に使うことが
できる購入券（年 12枚以内） 市民税非課税世帯の、65歳以上で要介護 4・5の方

3,600 円分の
紙おむつ等購入券

紙おむつ等を購入する際に使うことが
できる購入券（年 12枚以内） 市民税非課税世帯の、65歳以上で要介護２・３の方

在宅福祉サービス在宅福祉サービス
利用申請手続きを

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
の
車
両
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
変
更
手
続
き
等
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
要

件
に
公
道
走
行
の
有
無
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
所
有
さ
れ
て
い
る
車

両
す
べ
て
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
車
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
車
両
が
な
い
か
ど
う
か
、
昨

年
の
納
税
通
知
書
な
ど
で
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
必
要
な
場
合

■
新
た
に
軽
自
動
車
を
所
有
し
た

　
場
合

■
市
外
へ
の
引
越
し
等
に
よ
り
軽

　
自
動
車
の
主
と
し
て
駐
車
す
る

　
場
所
を
変
更
し
た
場
合

■
廃
車
や
他
人
に
譲
り
渡
し
た
等

　
で
所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
等

※
手
続
き
の
受
付
窓
口
は
車
両
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
手

続
き
の
方
法
や
必
要
書
類
等
は
、

該
当
の
場
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
等
減
免
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お

持
ち
の
方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
で
、
一
定
の
条
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
一
人
１
台
ま
で
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
の
等
級
な
ど
に
よ
り
、

　

該
当
に
な
ら
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

■
普
通
車
の
減
免
を
受
け
て

　
い
る
場
合
は
軽
自
動
車
税

　
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ

　
ん
。

※
申
請
方
法
や
詳
細
は
、
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

税
務
課 

市
民
税
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
１・１
６
２

車　種 手続き場所・問い合わせ先

四輪の軽自動車 ○軽自動車検査協会
　☎ 050-3816-1854

左記車両の
名義変更、廃車手続き代行
○長野県自家用自動車協会
飯山支部 (飯山商工会議所内 )
　☎ 0269-62-5949
　※新規登録不可
　※代行手数料 3700 円から

軽自動車二輪（126～ 250cc）
雪上車、ボートトレーラー

○長野県軽自動車協会
　☎ 026-243-1967

二輪小型自動車 ( 251cc 以上） ○長野運輸支局　
　☎ 050-5540-2042

原動機付自転車
農耕作業車・小型特殊自動車
（飯山市ナンバーの車両）

○飯山市役所税務課
　市役所１階５番窓口

車種別受付窓口一覧

変
更
手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に

４
月
１
日
が
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
で
す

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

フ
ァ
イ
ト
！
チ
ー
ム
で
１
０
０
万

歩
参
加
者
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
の

歩
数
に
関
心
を
持
ち
、
チ
ー
ム
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
み
、
健
康
づ

く
り
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、

『
フ
ァ
イ
ト
！
チ
ー
ム
で
１
０
０
万

歩
』
を
実
施
し
ま
す
‼

　
３
人
１
組
・
４
人
１
組
・
５
人

１
組
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
実
施

期
間
中
の
う
ち
、
連
続
す
る
30
日

間
の
歩
数
を
記
録
し
、
チ
ー
ム
の

合
計
歩
数
が
１
０
０
万
歩
以
上
と

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
７・１
８
２・１
８
１

な
る
よ
う
目
指
し
ま
す
。
み
ご
と

【
１
０
０
万
歩
達
成
】
さ
れ
た
チ
ー

ム
に
は
、
市
よ
り
副
賞
を
進
呈
い

た
し
ま
す
！
目
標
に
向
か
っ
て
、

チ
ー
ム
で
声
を
か
け
合
い
、
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
‼

■
実
施
期
間

　
４
月
13
日
㈮
〜
７
月
13
日
㈮

■
申
込
期
間

　
３
月
26
日
㈪
〜
５
月
25
日
㈮

■
申
込
方
法

　
保
健
福
祉
課・保
健
セ
ン
タ
ー・

各
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
『
フ
ァ
イ

ト
！
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩
』
の

裏
面
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
保
健
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
）

　
チ
ー
ム
は
、
３
人
１
組
・
４
人

１
組
・
５
人
１
組
の
い
ず
れ
か
と

し
、
各
チ
ー
ム
と
も
先
着
20
組
の

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
保
健
福
祉
課　
健
康
増
進
係

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
発
行

は
電
話
予
約
が
で
き
ま
す

　

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書

は
、
事
前
に
予
約
を
す
れ
ば
時
間

外
で
も
休
み
の
日
で
も
受
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
開

　

庁
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
）
の
間
に
電
話
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
登

　
録
証
明
書
を
予
約
す
る
場
合
、

　
登
録
番
号
を
確
認
す
る
た
め
、

　
印
鑑
登
録
証
を
ご
用
意
く
だ
さ

　
い
）

■
予
約
で
き
る
方
（
請
求
者
）

▽
住
民
票
の
場
合
…
本
人
ま
た
は

　
同
一
世
帯
員
の
み

▽
印
鑑
登
録
証
の
場
合
…
本
人
や

　
印
鑑
登
録
証
を
預
か
る
こ
と
の

　
で
き
る
方

■
持
ち
物

　
免
許
証
等
本
人
確
認
書
類（
顔

　
写
真
付
き
の
公
的
機
関
発
行
の

　

も
の
に
限
る
）、
認
印
、
手
数

　
料
１
通
３
０
０
円
、
印
鑑
登
録

　

証
明
書
の
場
合
は
印
鑑
登
録

　
証

■
注
意
事
項

　

必
ず
電
話
予
約
し
た
本
人
が

　
受
取
り
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

市
民
環
境
課 

市
民
係

☎
内
線
１
５
６

浄
化
槽
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

浄
化
槽
の

法
定
検
査
が
変
わ
り
ま
す
！

　

浄
化
槽
法
第
11
条
に
基
づ
く
定

期
検
査
を
４
月
か
ら一新
し
ま
す
。

○
浄
化
槽
法
で
は
、
生
活
環
境
の

　
保
全
や
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た

　
め
、
浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ

　
ま
に
保
守
点
検
、
清
掃
の
ほ
か

　
年
１
回
の
法
定
検
査
（
浄
化
槽

　

法
第
11
条
検
査
）
を
義
務
付

　
け
て
い
ま
す
。

○
法
定
検
査
項
目
に
新
た
に
生
物

　
化
学
的
酸
素
要
求
量（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

　
を
加
え
、
よ
り
効
率
的
で
充
実

　
し
た
内
容
と
し
ま
し
た
。

○
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
、
水
の
汚
れ
を
示
す

　
重
要
な
指
標
で
す
。
検
査
す
る

　
こ
と
で
、
排
出
す
る
生
活
排
水

　
の
汚
れ
や
浄
化
槽
の
調
子
（
故

　

障
等
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

　

修
理
等
早
急
な
対
応
が
可
能

　
に
な
り
ま
す
。

○
Ｂ
Ｏ
Ｄ
検
査
導
入
に
よ
り
検
査

　
の
効
率
化
（
検
査
項
目
を
一
部

　
省
略
し
、
検
査
時
間
を
短
縮
）

　
が
図
ら
れ
、
全
て
の
ご
家
庭
で

　
年
１
回
の
法
定
検
査
を
実
施
し

　
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課 

下
水
道
係

☎
内
線
２
２
１
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そろばん生徒募集
無料体験入塾いつでもOK‼

飯 山 珠 算 塾
全 国 珠 算 塾 教 育 連 盟 指 定 教 場

※詳細・お問合
　せは右記まで 関洋服店 ☎62-2211飯 山 市

仲 町 通 り

広
告
コ
ー
ナ
ー

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは、
　企画財政課情報政策係（内線 394）までお問い合わせください。

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

企
画
財
政
課
で
は
、
こ
の
市
報

及
び
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
広
告
に
は
、
申
込
期
限
や
公

告
サ
イ
ズ
な
ど
の
取
り
決
め
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
飯
山
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

企
画
財
政
課 

情
報
政
策
係

☎
内
線
３
９
４・３
９
６

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交

付
に
つ
い
て
、
ご
本
人
へ
の
通
知

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す

　

個
人
情
報
の
不
正
な
請
求
な

ど
に
よ
る
権
利
侵
害
を
防
止
す
る

た
め
、
住
民
票
の
写
し
等
を
第
三

者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
交
付
し
た

場
合
に
、
そ
の
交
付
し
た
事
実
を

ご
本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
が

「
ご
本
人
へ
の
通
知
制
度
」
で
す
。

通
知
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

登
録
が
必
要
で
、
登
録
期
間
（
通

知
の
対
象
と
な
る
期
間
）
は
、
登

録
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

（
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
申
請
方
法

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

■
住
民
票
の
写
し
等
と
は

　
住
民
票
の
写
し・戸
籍
の
附
票・

　
戸
籍
の
謄
抄
本
（
除
票
、
除
籍

　
を
含
む
）

※
本
籍
（
外
国
人
住
民
の
方
は
国

籍
な
ど
）
に
関
す
る
記
述
を
省
略

し
た
住
民
票
は
通
知
の
対
象
外
。

■
第
三
者
と
は

▽
住
民
票
の
場
合
…
本
人
お
よ
び

　
同
世
帯
の
方
以
外
の
方

▽
戸
籍
謄
抄
本
・
戸
籍
の
附
票
の

　

場
合
…
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た

　
本
人
と
、
そ
の
配
偶
者
、
直
系

市
民
環
境
課 

市
民
係

☎
内
線
１
５
６

　
親
族
以
外
の
方
（
本
人
か
ら
の

　
委
任
に
よ
る
代
理
人
含
む
）

■
通
知
の
対
象
外

▽
法
や
条
例
に
よ
る
職
務
の
た
め

　
の
請
求
な
ど

▽
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
が
、

　

訴
訟
や
紛
争
処
理
手
続
き
の

　
た
め
必
要
と
す
る
請
求

　
通
知
の
対
象
と
な
る
方
は
、
飯

山
市
に
住
民
登
録
を
し
、
住
民
票

の
あ
る
方
（
除
票
含
む
）、
飯
山

市
に
本
籍
が
あ
る
方（
除
籍
含
む
）

で
す
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
を募

集
し
ま
す

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
以
下
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
入

居
資
格
の
詳
細
な
ど
、
詳
し
い
内

容
等
は
移
住
定
住
推
進
課
住
宅

係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
団
地
、
戸
数

　

新
町
団
地
（
新
町
）
１
戸

■
構
造
、
間
取
り

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建

　
２
Ｋ
（
キ
ッ
チ
ン
＋
２
部
屋
）

■
家
賃

　
月
額
２
万
円
〜
３
万
９
６
０
０
円

移
住
定
住
推
進
課 

住
宅
係

☎
内
線
２
５
１・２
５
２

■
入
居
保
証
金

　

家
賃
３
カ
月
相
当
金
額

■
入
居
可
能
日

　
５
月
１
日
㈫
以
降

■
入
居
資
格

（
以
下
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

⑴
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

（
原
則
、
単
身
入
居
不
可
※
）

※
60
歳
以
上
の
方
な
ど
単
身
入
居

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

⑵
世
帯
全
員
の
所
得
合
計
が
一
定

　

基
準
以
下
で
あ
る
方

⑶
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
な
方
（
持
家
が
あ
る
方

　
や
公
営
住
宅
に
入
居
中
の
方
は

　

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

⑷
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑸
暴
力
団
員
で
な
い
方

⑹
規
定
の
要
件
（
※
）
を
満
た
す

　
連
帯
保
証
人
を
設
定
で
き
る
方

※
連
帯
保
証
人
の
要
件

○
入
居
申
込
者
と
別
生
計
の
方
・

　

収
入
状
況
に
つ
い
て
市
長
が
適

　
当
と
認
め
る
方

○
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い

　

方　
ほ
か

■
申
込
方
法

　

申
込
書
及
び
添
付
書
類
の
提
出

■
申
込
受
付
期
間

　
３
月
26
日
㈪
か
ら
４
月
６
日
㈮

　
の
間
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
入
居
者
の
選
考
方
法

　

申
込
件
数
が
募
集
戸
数
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す

《
抽
選
》

　
４
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜

　
市
役
所
４
階 

第
１
委
員
会
室

新町団地

２
０
１
８
菜
の
花
飯
山
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
し
ま
す

　
４
月
21
日
㈯
に
、
春
の
恒
例
行

事
と
な
っ
て
い
る
菜
の
花
飯
山
サ

イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
針

湖
池
外
周
道
路
を
周
回
す
る
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、
直
線
道
路
を
使

用
し
て
の
２
０
０
㍍
チ
ャ
レ
ン
ジ

ダ
ッ
シ
ュ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室 

☎
内
線
３
５
３・３
５
４

　
ま
た
、
21
日
㈯
、
22
日
㈰
に
同

会
場
に
て
、
全
日
本
学
生
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
カ
ッ
プ
が
同
時
開
催
さ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
学
生
レ
ー
サ
ー

が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

　

両
大
会
の
大
会
詳
細
、
お
申
込

み
方
法
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
会
当
日
は
会
場
周
辺
道
路

で
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
交
通
規

制
の
詳
細
は
４
月
初
旬
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

小
中
学
校
の
教
員
を
志
す
方
へ

飯
山
市
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

　

長
野
県
の
小
中
学
校
教
員
に
な

る
こ
と
を
志
し
、
短
期
大
学
ま
た

は
大
学
へ
進
学
す
る
学
生
に
対
し

て
、
奨
学
金
を
無
利
子
で
貸
与
し

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
飯
山
市
育
英
資

金
奨
学
生
を
、
以
下
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
申
込
資
格

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大

　
学
及
び
大
学
の
学
生
で
、
次
の

　
要
件
を
備
え
て
い
る
方

子
ど
も
育
成
課 

学
校
教
育
係

☎
内
線
３
６
１

⑴
飯
山
市
に
生
活
の
本
拠
を
有

　
し
、
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

　
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
居
住

　
し
て
い
た
こ
と

⑵
成
績
が
優
秀
で
身
体
が
健
康
で

　
あ
る
こ
と

⑶
本
人
及
び
親
権
者
等
に
市
税

　
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
主
な
提
出
書
類

⑴
飯
山
市
育
英
生
願
書

⑵
育
英
生
推
薦
調
書

⑶
長
野
県
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

　
育
職
員
を
目
指
す
理
由（
４
０
０

　
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）

※
在
学
証
明
書
・
戸
籍
謄
本
・
学

　
業
成
績
証
明
書
を
添
付

■
奨
学
生
採
用

　

選
考
は
人
物
、
健
康
、
学
力
、

　
家
計
等
に
つ
い
て
行
い
ま
す

■
貸
与
金
額　
月
額
４
万
円
以
内

■
返
済
方
法

　

大
学
等
を
卒
業
後
６
カ
月
後

　

か
ら
、
貸
付
期
間
の
２・５
倍

　
の
期
間
で
返
済
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

■
免
除

　
一定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

　

償
還
額
の一部
を
免
除
す
る
規

　
定
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
４
月
25
日
㈬

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
子
ど
も
育
成
課
学
校
教
育
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

信
州
の
味
と
香
り
！
信
州
産 
そ

ば
フ
ェ
ア
開
催
中
（
31
日
ま
で
）

　

朝
晩
の
寒
暖
の
差
が
大
き
い
飯

山
は
、
そ
ば
の
栽
培
に
適
し
た
気

候
風
土
。
今
回
は
、
地
元
飯
山
で

育
て
ら
れ
た
そ
ば
を
使
い
、
そ
ば

粉
や
そ
ば
の
実
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニュ
ー
を
ご
提
供
中
で
す
。

【
い
い
や
ま
湯
滝
温
泉
】

あ
ん
か
け
そ
ば
…
地
元
信
州
産
の

き
の
子
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
あ
ん
か

け
風
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

【
道
の
駅
花
の
駅
千
曲
川Café

里
わ
】

そ
ば
粉
の
ガ
レ
ッ
ト
…
飯
山
産
そ

お
問
い
合
せ
は
各
施
設
へ

ば
粉
を
使
用
し
た
ガ
レ
ッ
ト
に
野

菜
と
ス
パ
イ
シ
ー
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

を
包
み
ま
し
た
。
※
ラ
ン
チ
限
定

（
11
時
〜
14
時
）

【
飯
山
駅
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス
】

そ
ば
ピ
ザ
…
信
州
産
そ
ば
粉
と
そ

ば
の
実
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
和
風
ピ

ザ
で
す
。

【
味
蔵　
月
あ
か
り
】

そ
ば
ゼ
リ
ー
…
蕎
麦
の
香
り
が
ほ

の
か
に
す
る
、
し
っ
と
り
な
め
ら
か

な
ゼ
リ
ー
で
す
。

【
そ
ば
処 

千
曲
川
】

肉
そ
ば
…
地
元
の
み
ゆ
き
ポ
ー
ク

を
乗
せ
た
、
ス
タ
ミ
ナ
満
点
の
お
そ

ば
で
す
。
※
営
業
11
時
30
分
〜
14

時
30
分（
冬
期
は
㈮
㈯
㈰
㈪
の
営
業
）

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
移
住

定
住
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、「
飯
山
市
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp://w

w
w
.fu
ru
sato-

iiyam
a.net/

※
移
住
相
談
会
、セ
ミ
ナ
ー
と
も
、

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

飯山市ふるさと
回帰支援センター

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談

会
を
東
京
で
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯

山
市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

東
京
に
あ
る
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
『
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

で
、
移
住
相
談
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
住
ま
い
、
子
育
て
の
こ

と
、
雪
国
の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別

に
じ
っ
く
り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

■
開
催
日

　
３
月
24
日
㈯

　
４
月
７
日
㈯

　
４
月
21
日
㈯

■
時
間

　
午
後
１
時
〜
２
時

　
午
後
２
時
〜
３
時

　
午
後
３
時
〜
４
時

　
（
各
時
間
１
組
限
定
。
事
前
予

　

約
制
で
す
。）

■
会
場

　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　
４
階

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

（
東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル
）

有
楽
町
で
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す

　

飯
山
に
移
住
し
て
新
規
就
農

さ
れ
た
中
居
正
人
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
「
農
的
ナ
暮
ラ
シ
ノ
ス
ヽ
メ
」

と
題
し
た
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
飯
山
で
の
田
舎
暮
ら
し

の
楽
し
み
や
、
農
業
体
験
談
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　
３
月
25
日
㈰

　
午
後
12
時
30
分
〜
２
時
45
分

■
会
場

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

　
ン
タ
ー 

東
京
交
通
会
館 

８
階
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平
成
30
年
度
国
税
専
門
官
を
募

集
し
ま
す

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

1
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

2
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平

　

成
31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と

　
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

■
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

■
申
込
み
方
法
等

【
原
則
ネ
ッ
ト
申
込
み
】

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

　

説
明
に
従
っ
て
入
力

http://w
w
w
.jin
ji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

○
受
付
期
間

　
３
月
30
日
㈮
午
前
９
時
〜

４
月
11
日
㈬
【
受
信
有
効
】

【
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
】

　

郵
送
ま
た
は
持
参

○
提
出
先

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
対

　

応
す
る
国
税
局
ま
た
は
沖
縄

　
国
税
事
務
所

○
受
付
期
間

　
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
２
日
㈪

【
通
信
日
付
印
有
効
】

■
試
験
日

○
第
１
次
試
験
日　
６
月
10
日
㈰

○
第
２
次
試
験
日

　
７
月
12
日
㈭
〜
７
月
19
日
㈭
の

　
い
ず
れ
か
、
第
１
次
試
験
合
格

　

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

■
試
験
地

　

第
１
次
試
験
地

　

高
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
、
新
潟

　

市
、
松
本
市　
ほ
か

　

第
２
次
試
験
地

　
さ
い
た
ま
市　
ほ
か

■
合
格
者
発
表
日

　

第
１
次
試
験
合
格
者

　
　
７
月
３
日
㈫
午
前
９
時

　

最
終
合
格
者

　
　
８
月
21
日
㈫
午
前
９
時

■
問
合
せ
先

○
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ

　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
☎
０
３-

３
５
８
１-

５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
㈯
㈰
㈷
は
除
く
）

○
上
記
以
外
の
問
合
せ

　
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
係

　
☎
０
４
８-

６
０
０-

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
７
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
㈯
㈰
㈷
は
除
く
）

平
成
30
年
度

長
野
県
警
察
官
採
用
試
験
案
内

■
長
野
県
警
察
官
採
用
試
験
B

○
採
用
予
定
年
月
日

　
原
則
と
し
て
平
成
30
年
10
月
１
日

○
採
用
予
定
数

　
男
性　

30
人
程
度

　

女
性　
５
人
程
度

○
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
方
。
た
だ
し
、
学
校
教
育

　

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

飯
山
警
察
署

☎
62
０
１
１
０　
ま
た
は

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所

　

除
く
。）
を
卒
業
し
た
人
ま
た

　
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
。

　
（
平
成
30
年
10
月
の
採
用
に
応

　
じ
ら
れ
る
方
）

※
４
年
生
の
大
卒
以
外
の
方

○
受
付
期
間

　
３
月
22
日
㈭
〜
４
月
17
日
㈫

○
第
１
次
試
験

　
５
月
13
日
㈰

○
試
験
地

　

長
野
市
、
松
本
市

■
長
野
県
警
察
官
採
用
試
験
A

○
採
用
予
定
年
月
日

　
原
則
と
し
て
平
成
31
年
４
月
１
日

○
採
用
予
定
数

　
男
性　

65
人
程
度

　

女
性　
５
人
程
度

○
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育

　

法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

　

除
く
。）
を
卒
業
し
た
方
ま
た

　
は
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業

　

見
込
み
の
方

○
受
付
期
間

　
３
月
22
日
㈭
〜
４
月
17
日
㈫

○
第
１
次
試
験

　
５
月
13
日
㈰

○
試
験
地

　

長
野
市
、
松
本
市
、
東
京
都
、

　

愛
知
県

第
７
回
飯
山
市
歌
謡
ま
つ
り

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
「
飯
山
を
元
気
に
」
を
合
言
葉

に
始
ま
っ
た
飯
山
歌
謡
ま
つ
り

は
、今
年
で
第
７
回
を
数
え
ま
す
。

の
ど
に
自
信
の
あ
る
人
も
、
ま
た

そ
う
で
な
い
人
も
、
な
ち
ゅ
ら
で

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
大

勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
日
時

　
６
月
17
日
㈰ 

9
時
30
分
開
場

■
会
場

　
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
大
ホ
ー
ル

■
募
集
組
数
・
参
加
費
等

▽
大
人　
先
着
90
組

　
（
大
人
１
人
３
０
０
０
円　

弁

　

当
・
お
茶
代
含
む
）

▽
小
中
高
生　
先
着
５
組

　
（
小
中
高
生
は
参
加
費
無
料

　

ジ
ュ
ー
ス
・
お
茶
菓
子
含
む
）

■
申
込
締
切　
５
月
27
日
㈰

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
担

当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

飯
山
市
歌
謡
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
担
当 

杉
原
）

☎
０
９
０-

７
７
０
７-

４
４
５
３

過去の開催の様子

信
州
大
学
学
務
部
学
務
課

☎
０
２
６
３-

３
７-

２
８
７
０

「
信
州
大
学
市
民
開
放
授
業
」
の

お
知
ら
せ

　

学
生
と
一
緒
に
受
講
す
る
機
会

と
し
て
、
大
学
の
授
業
を
一
般
市

民
の
方
々
に
も
開
放
し
て
お
り
ま

す
。

■
開
講
期
間

　
前
期
４
月
〜
７
月
・
通
年
４
月

　
〜
１
月
・
後
期
９
月
〜
１
月

■
開
講
場
所

　
信
州
大
学
各
キ
ャ
ン
パ
ス

■
受
講
料

　
１
授
業
科
目
９
４
０
０
円

■
申
込
方
法

　

授
業
開
始
か
ら
４
月
27
日
㈮

ま
で
試
聴
期
間
で
す
。
そ
の
間
に

授
業
を
試
聴
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
受
講
窓
口
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
事
前
説
明
会

　
3
月
28
日
㈬10

時
30
分
〜
12
時

　
信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
全

　
学
教
育
機
構
大
会
議
室
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
保
護
制
度
の
お
知
ら
せ

【
介
護
料
の
支
給
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、

日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
方
が
対
象
。

○
特
Ⅰ
種　
６
万
８
４
４
０
円
〜

　
　

     　
　
13
万
６
８
８
０
円

○
Ⅰ
種　
　
５
万
８
５
７
０
円
〜

　
　
　

  　
　
10
万
８
０
０
０
円

○
Ⅱ
種　
　
２
万
９
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　

  

５
万
４
０
０
０
円

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

☎
０
２
６-

４
８
０-

０
５
２
１

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家

庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
様

を
対
象
に
、
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
を
行
う
。

○
貸
付
金
（
無
利
子
）

一
時
金　
　
　
15
万
５
０
０
０
円

毎
月　
　
　

  

２
万
円

入
学
支
度
金（
小
中
学
校
入
学
時
）

　
　
　
　
　

  

４
万
４
０
０
０
円

○
返
還
方
法

　

中
学
校
卒
業
後
か
ら
６
カ
月

ま
た
は
１
年
の
措
置
期
間
経
過
後

に
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
併
用
に
よ

る
20
年
以
内
で
の
均
等
払
い
。（
高

校
・
大
学
へ
進
学
し
た
場
合
、
在

学
中
は
返
還
猶
予
）
※
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

〈
幹
部
候
補
生
〉

幹
部
候
補
生
学
校
へ
入
隊
し
、
約

1
年
の
教
育
を
経
て
幹
部
自
衛

官
に
任
官
し
ま
す
。

■
資
格　
22
歳
〜
26
歳
未
満

（
20
歳
〜
22
歳
未
満
の
者
は
大

卒
、
修
士
課
程
修
了
者
等
は
28

歳
未
満
の
者
〈
見
込
み
含
む
〉）

■
受
付　
３
月
1
日
〜
５
月
1
日

■
試
験
日

 （
一
次
）
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

 （
二
次
）
6
月
12
日
㈫
・
15
日
㈮

 （
三
次
）
※
海
・
空
飛
行
要
員
の
み

【
海
】
７
月
９
日
㈪
〜
13
日
㈮

【
空
】
７
月
14
日
㈯
〜
８
月
２
日
㈭

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛
官
を

目
指
し
ま
す
。

資
格
：
18
歳
〜
27
歳
未
満

受
付
：
３
月
1
日
〜
５
月
1
日

試
験
日
：

 （
一 

次
）
５
月
26
日
㈯

 （
二
次
）
6
月
27
日
㈬
〜
７
月
2
日
㈪

　
　
　

の
い
ず
れ
か
1
日

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

☎
０
２
６-

２
３
５-

６
０
２
６

平
成
29
年
度
自
殺
対
策
強
化
月
間

そ
の
悩
み
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

な
い
で
！

　

長
野
県
司
法
書
士
会
及
び
長

野
県
精
神
保
健
福
祉
士
協
会
で

は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
（
月
別

自
殺
者
数
の
最
も
多
い
３
月
）
に

合
わ
せ
て
、
以
下
の
と
お
り
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
、
精
神
保
健
及
び
福
祉

分
野
の
相
談
支
援
に
携
わ
る
精
神

保
健
福
祉
士
が
、
相
談
者
の
お
か

れ
た
状
況
を
整
理
し
具
体
的
な
方

法
を
見
出
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
と
も
に
、
相
談
者
の
不
安
や

心
配
等
を
受
け
止
め
、
心
身
の
健

康
状
態
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
応

い
た
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
専
用
☎
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
１
２
０-

４
４
８-

７
８
８

※
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）
番

　
号
で
す相

談
料
は
無
料
で
す

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

長
野
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
６-

２
３
２-

７
４
９
２

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
士
会

☎
０
２
６
３-

７
２-

８
４
０
０

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは企画財政課情報政策係（内線 394）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

英語教室 新年度スタート生 募集！

月
〜
金

10：00～15：00
（うち1時間～） 成人

16：30～17：30
4歳～小学校低学年

17：40～18：40

英 語
■内　容　英検、TOEIC、英会話　ほか
■授業料　月 4回　5,000 円～
■講　師　日本人 1名 /外国人 1名

さ
ぁ
今
、

☎090-1865-5947（高野）
飯山1042-1（飯山郵便局裏通り）




